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報告第  １４  号  

 

 

 

専決処分の報告について  

 

 

 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１８０条第１項の規

定により、別紙のとおり専決処分したので、同条第２項の規定に

基づき報告する。  

 

 

 

  令和８年９月１日  提出  

 

 

 

          秋田県仙北市長  田  口  知  明  
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専決処分第  １３  号  

 

 

 

専  決  処  分  書  

 

 交通事故に係る和解及び損害賠償の額を定めることについて、

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１８０条第１項の規定

に基づき、次のとおり専決処分する。  

 

 

  令和８年７月１６日  処分  

 

 

           秋田県仙北市長  田  口  知  明  

 

 

記  

 

１．事故発生の日時及び場所  

   日  時  令和８年６月８日（月）  午後９時００分頃  

   場  所  仙北市角館町西長野月見堂７３番地３  地先  

２．和解及び損害賠償の相手方  

        

        

３．和解に至る経過  

   仙北市は、事故発生後、相手方と損害賠償について交渉し

た結果、和解するものである。  

４．和解の内容  

 （１）仙北市は、相手方に対し、前記事故の損害賠償金として  

金６１，６１５円を支払う。  

 （２）本件事故に関し、今後いかなる事情が発生しても双方と

も異議の申し立てをしないことを確約する。  
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報告第  １５  号  

 

 

 

仙北市一般会計継続費精算の報告について  

    

 

 

令和７年度仙北市一般会計において、継続費に係る歳出予算の

経費を別紙継続費精算報告書のとおり精算したので、地方自治法

施行令（昭和２２年政令第１６号）第１４５条第２項の規定によ

り報告する。  

 

  

 

  令和８年９月１日  提出  

 

 

 

          秋田県仙北市長  田  口  知  明  
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2 1

総務費 総務管理費

計

0 27,741,195 35,797,195 0 34,000,000 0491,600,000 0 25,944,000 553,341,195 0 525,600,000
令和
7

517,544,000 0

特 定 財 源
款 項 事 業 名

一般財源

左 の 財 源 内 訳

支 出 済 額
一般財源

国県支出金 そ の 他 国県支出金 地 方 債 そ の 他 の 差

年 割 額

年 割 額 と

一般財源
国県支出金 地 方 債 そ の 他

円 円 円 円 円 円

地 方 債

円 円円 円 円円 円 円 円

1,797,195

令和
6

9,808,605 △ 36,207,395231,216,000 0 219,600,000 0 11,616,000 0 △ 34,400,000 0 △ 1,807,3950

特 定 財 源 支 出 済 額

0 710,800,000

195,008,605 0

比 較

特 定 財 源

左 の 財 源 内 訳

185,200,000

748,349,800

年度

全 体 計 画

左 の 財 源 内 訳

実 績

△ 10,200748,760,000 0 711,200,000 0 37,560,000

継　続　費　精　算　報　告　書

庁舎整備事業費

0 37,549,800 △ 410,200 0 △ 400,000 0
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報告第  １６  号  

 

 

 

放棄した債権の報告について  

 

 

 

 仙北市債権管理条例（令和２年仙北市条例第１号）第１０条第

１項の規定により、市の債権について別紙調書のとおり放棄した

ので、同条第２項の規定により報告する。  

 

 

 

  令和８年９月１日  提出  

 

 

 

          秋田県仙北市長  田  口  知  明  
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３件　

６１６，６０６円

　第３号 消滅時効（時効の援用をしないとき）

1

会計

 令和８年度
仙北市一般会計

 　　第１号 生活困窮、　第２号 破産等、　第３号 消滅時効（時効の援用をしないとき）、

仙北市債権管理条例に基づく債権放棄調書

上段：件数、 中段：債権額、
下段：債権を放棄した理由

債権名

学校給食費保護者負担金
（私債権）

不納欠損
処理日

令和8年6月4日

所管部署

債権を放棄した理由
（仙北市債権管理条例第１０条）  　　第４号 強制執行後の無資力、　第５号 徴収停止後も無資力、　第６号 死亡・行方不明等

総合給食センター

番
号
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議案第  ８１  号  

 

 

 

仙北市印鑑条例の一部を改正する条例制定について  

 

 

 仙北市印鑑条例（平成１７年仙北市条例第１７号）の一部を改

正する条例を別紙のとおり制定するものとする。  

 

 

 

  令和８年９月１日  提出  

 

 

 

          秋田県仙北市長  田  口  知  明  
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仙 北 市 印 鑑 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 

仙 北 市 印 鑑 条 例 （ 平 成 17年 仙 北 市 条 例 第 17号 ） の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。  

第 14条 第 ３ 項 中 「 個 人 番 号 カ ー ド （ 」 を 「 個 人 番 号 カ ー ド 、 特 定

在 留 カ ー ド （ 出 入 国 管 理 及 び 難 民 認 定 法 （ 昭 和 26年 政 令 第 319号 ）

第 19条 の 15の ２ 第 １ 項 に 規 定 す る 特 定 在 留 カ ー ド を い う 。 ） 若 し く

は 特 定 特 別 永 住 者 証 明 書 （ 日 本 国 と の 平 和 条 約 に 基 づ き 日 本 の 国 籍

を 離 脱 し た 者 等 の 出 入 国 管 理 に 関 す る 特 例 法 （ 平 成 ３ 年 法 律 第 71

号 ） 第 16条 の ２ 第 １ 項 に 規 定 す る 特 定 特 別 永 住 者 証 明 書 を い う 。 ）

（ こ れ ら の う ち 、 」 に 改 め 、 「 第 153号 」 の 次 に 「 。 以 下 こ の 項 に

お い て 「 公 的 個 人 認 証 法 」 と い う 。 」 を 、 「 カ ー ド 用 利 用 者 証 明 用

電 子 証 明 書 が 」 の 次 に 「 同 条 第 ７ 項 （ 公 的 個 人 認 証 法 第 22条 の ３ 第

２ 項 に お い て 読 み 替 え て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 に よ り 」 を

加 え 、 同 項 中 「 電 子 署 名 等 に 係 る 地 方 公 共 団 体 情 報 シ ス テ ム 機 構 の

認 証 業 務 に 関 す る 法 律 」 を 「 公 的 個 人 認 証 法 」 に 改 め る 。  

附  則  

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。
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議案第  ８２  号  

 

 

 

仙北市地域型保育事業の設備及び運営に関する基準を  

定める条例の一部を改正する条例制定について  

 

 

 仙北市地域型保育事業の設備及び運営に関する基準を定める条

例（平成２６年仙北市条例第２７号）の一部を改正する条例を別

紙のとおり制定するものとする。  

 

 

 

  令和８年９月１日  提出  

 

 

 

          秋田県仙北市長  田  口  知  明  
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仙 北 市 地 域 型 保 育 事 業 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準

を 定 め る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 

仙 北 市 地 域 型 保 育 事 業 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例

（ 平 成 26年 仙 北 市 条 例 第 27号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

第 １ 条 中 「 場 合 」 の 次 に 「 若 し く は 同 条 第 10項 第 ３ 号 の 規 定 に 基

づ き 保 育 を 必 要 と す る 児 童 で あ っ て 満 ３ 歳 以 上 の も の に つ い て 保 育

を 行 う 場 合 」 を 、 「 児 童 を 含 む 。 」 の 次 に 「 以 下 同 じ 。 ） （ 」 を 加

え 、 「 、 心 身 と も に 健 や か に 育 成 さ れ る こ と を 保 障 す る た め 、 明 る

く 」 を 「 、 明 る く て 、 」 に 改 め る 。  

第 ６ 条 第 １ 項 中 「 、 第 ７ 条 の ３ 第 ２ 項 」 を 削 り 、 「 第 ３ 号 」 を

「 以 下 こ の 条 」 に 改 め 、 「 事 項 」 の 次 に 「 （ 法 第 ６ 条 の ３ 第 10項 第

３ 号 に 掲 げ る 事 業 （ 以 下 「 満 ３ 歳 以 上 限 定 小 規 模 保 育 事 業 」 と い

う 。 ） を 行 う 事 業 者 （ 以 下 「 満 ３ 歳 以 上 限 定 小 規 模 保 育 事 業 者 」 と

い う 。 ） に あ っ て は 、 第 １ 号 及 び 第 ２ 号 に 掲 げ る 事 項 ） 」 を 加 え 、

同 項 第 ３ 号 中 「 事 業 者 」 の 次 に 「 （ 満 ３ 歳 以 上 限 定 小 規 模 保 育 事 業

者 を 除 く 。 第 ６ 項 及 び 第 ７ 項 に お い て 同 じ 。 ） 」 を 加 え 、 同 条 第 ７

項 中 「 同 項 」 を 削 り 、 同 項 各 号 列 記 以 外 の 部 分 中 「 も の に 限

る 。 ） 」 の 次 に 「 又 は 満 ３ 歳 以 上 限 定 小 規 模 保 育 事 業 を 行 う 事 業

所 」 を 加 え 、 同 項 中 「 行 う 者 」 を 「 行 う 施 設 又 は 事 業 所 」 に 改 め る 。  

第 18条 第 ６ 号 中 「 乳 児 と 幼 児 」 を 「 乳 児 、 幼 児 」 に 改 め 、 「 定

員 」 の 次 に 「 （ 満 ３ 歳 以 上 限 定 小 規 模 保 育 事 業 者 に あ っ て は 、 満 ３

歳 以 上 の 幼 児 の 利 用 定 員 ） 」 を 加 え る 。  

第 27条 中 「 Ｂ 型 」 の 次 に 「 （ 満 ３ 歳 以 上 限 定 小 規 模 保 育 事 業 を 除

く 。 ） 」 を 、 「 Ｃ 型 」 の 次 に 「 （ 満 ３ 歳 以 上 限 定 小 規 模 保 育 事 業 を

除 く 。 ） 」 を 加 え る 。  

第 29条 第 ２ 項 第 ３ 号 中 「 20人 」 を 「 15人 」 に 改 め 、 「 第 ６ 条 の ３

第 10項 第 ２ 号 」 の 次 に 「 又 は 第 ３ 号 」 を 加 え 、 同 条 第 ３ 項 中 「 看 護

師 」 の 次 に 「 （ 以 下 「 看 護 師 等 」 と い う 。 ） 」 を 加 え 、 同 条 に 次 の

２ 項 を 加 え る 。  

15



４  第 ２ 項 に 規 定 す る 保 育 士 の 数 の 算 定 に 当 た っ て は 、 当 該 小 規 模

保 育 事 業 所 Ａ 型 に 勤 務 す る 理 学 療 法 士 、 作 業 療 法 士 、 言 語 聴 覚 士 、

心 理 担 当 職 員 （ 学 校 教 育 法 （ 昭 和 22年 法 律 第 26号 ） の 規 定 に よ る

大 学 （ 短 期 大 学 を 除 く 。 ） 若 し く は 大 学 院 に お い て 、 心 理 学 を 専

修 す る 学 科 、 研 究 科 若 し く は こ れ に 相 当 す る 課 程 を 修 め て 卒 業 し

た 者 で あ っ て 、 個 人 及 び 集 団 心 理 療 法 の 技 術 を 有 す る も の 又 は こ

れ と 同 等 以 上 の 能 力 を 有 す る と 認 め ら れ る 者 を い う 。 ） 又 は 障 害

児 の 療 育 に 関 す る 知 識 及 び 経 験 を 有 す る 者 で あ っ て 、 障 害 児 の 療

育 の 指 導 を 行 う 業 務 に ５ 年 以 上 従 事 し た 経 験 を 有 す る も の の い ず

れ か に 該 当 し 、 か つ 、 子 育 て に 関 す る 知 識 及 び 経 験 を 有 す る 者

（ 以 下 「 特 定 理 学 療 法 士 等 」 と い う 。 ） を 、 １ 人 に 限 り 、 保 育 士

と み な す こ と が で き る 。 た だ し 、 当 該 特 定 理 学 療 法 士 等 が 保 育 を

行 う に 当 た っ て は 、 当 該 小 規 模 保 育 事 業 所 Ａ 型 の 保 育 士 に よ る 支

援 を 受 け る こ と が で き る 体 制 を 確 保 し な け れ ば な ら な い 。  

５  前 ２ 項 の 規 定 に よ り 看 護 師 等 及 び 特 定 理 学 療 法 士 等 の い ず れ も

が 保 育 を 行 う 場 合 に は 、 当 該 看 護 師 等 が 保 育 を 行 う に 当 た っ て 、

当 該 小 規 模 保 育 事 業 所 Ａ 型 の 保 育 士 （ 前 項 た だ し 書 の 規 定 に よ る

支 援 を 行 う 保 育 士 を 除 く 。 ） に よ る 支 援 を 受 け る こ と が で き る 体

制 を 確 保 し な け れ ば な ら な い 。  

第 31条 第 ２ 項 第 ３ 号 中 「 20人 」 を 「 15人 」 に 改 め 、 同 条 第 ３ 項 中

「 保 健 師 又 は 看 護 師 」 を 「 看 護 師 等 」 に 改 め 、 同 条 に 次 の ２ 項 を 加

え る 。  

４  第 ２ 項 に 規 定 す る 保 育 士 の 数 の 算 定 に 当 た っ て は 、 当 該 小 規 模

保 育 事 業 所 Ｂ 型 に 勤 務 す る 特 定 理 学 療 法 士 等 を 、 １ 人 に 限 り 、 保

育 士 と み な す こ と が で き る 。 た だ し 、 当 該 特 定 理 学 療 法 士 等 が 保

育 を 行 う に 当 た っ て は 、 当 該 小 規 模 保 育 事 業 所 Ｂ 型 の 保 育 士 に よ

る 支 援 を 受 け る こ と が で き る 体 制 を 確 保 し な け れ ば な ら な い 。  

５  前 ２ 項 の 規 定 に よ り 看 護 師 等 及 び 特 定 理 学 療 法 士 等 の い ず れ も

が 保 育 を 行 う 場 合 に は 、 当 該 看 護 師 等 が 保 育 を 行 う に 当 た っ て 、

当 該 小 規 模 保 育 事 業 所 Ｂ 型 の 保 育 士 （ 前 項 た だ し 書 の 規 定 に よ る
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支 援 を 行 う 保 育 士 を 除 く 。 ） に よ る 支 援 を 受 け る こ と が で き る 体

制 を 確 保 し な け れ ば な ら な い 。  

第 35条 中 「 、 法 第 ６ 条 の ３ 第 10項 」 を 「 、 法 第 ６ 条 の ３ 第 10項 第

１ 号 」 に 改 め る 。  

第 44条 第 ３ 項 中 「 保 健 師 又 は 看 護 師 」 を 「 看 護 師 等 」 に 改 め 、 同

条 に 次 の ２ 項 を 加 え る 。  

４  第 ２ 項 に 規 定 す る 保 育 士 の 数 の 算 定 に 当 た っ て は 、 当 該 保 育 所

型 事 業 所 内 保 育 事 業 所 に 勤 務 す る 特 定 理 学 療 法 士 等 を 、 １ 人 に 限

り 、 保 育 士 と み な す こ と が で き る 。 た だ し 、 当 該 特 定 理 学 療 法 士

等 が 保 育 を 行 う に 当 た っ て は 、 当 該 保 育 所 型 事 業 所 内 保 育 事 業 所

の 保 育 士 に よ る 支 援 を 受 け る こ と が で き る 体 制 を 確 保 し な け れ ば

な ら な い 。  

５  前 ２ 項 の 規 定 に よ り 看 護 師 等 及 び 特 定 理 学 療 法 士 等 の い ず れ も

が 保 育 を 行 う 場 合 に は 、 当 該 看 護 師 等 が 保 育 を 行 う に 当 た っ て 、

当 該 保 育 所 型 事 業 所 内 保 育 事 業 所 の 保 育 士 （ 前 項 た だ し 書 の 規 定

に よ る 支 援 を 行 う 保 育 士 を 除 く 。 ） に よ る 支 援 を 受 け る こ と が で

き る 体 制 を 確 保 し な け れ ば な ら な い 。  

第 47条 第 ３ 項 中 「 保 健 師 又 は 看 護 師 」 を 「 看 護 師 等 」 に 改 め 、 同

条 に 次 の ２ 項 を 加 え る 。  

４  第 ２ 項 に 規 定 す る 保 育 士 の 数 の 算 定 に 当 た っ て は 、 当 該 小 規 模

型 事 業 所 内 保 育 事 業 所 に 勤 務 す る 特 定 理 学 療 法 士 等 を 、 １ 人 に 限

り 、 保 育 士 と み な す こ と が で き る 。 た だ し 、 当 該 特 定 理 学 療 法 士

等 が 保 育 を 行 う に 当 た っ て は 、 当 該 小 規 模 型 事 業 所 内 保 育 事 業 所

の 保 育 士 に よ る 支 援 を 受 け る こ と が で き る 体 制 を 確 保 し な け れ ば

な ら な い 。  

５  前 ２ 項 の 規 定 に よ り 看 護 師 等 及 び 特 定 理 学 療 法 士 等 の い ず れ も

が 保 育 を 行 う 場 合 に は 、 当 該 看 護 師 等 が 保 育 を 行 う に 当 た っ て 、

当 該 小 規 模 型 事 業 所 内 保 育 事 業 所 の 保 育 士 （ 前 項 た だ し 書 の 規 定

に よ る 支 援 を 行 う 保 育 士 を 除 く 。 ） に よ る 支 援 を 受 け る こ と が で

き る 体 制 を 確 保 し な け れ ば な ら な い 。  
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第 48条 中 「 と 、 同 条 第 ４ 号 中 「 次 号 」 と あ る の は 「 第 48条 に お い

て 準 用 す る 第 28条 第 ５ 号 」 」 を 削 る 。  

附 則 第 ３ 条 中 「 事 業 者 （ 」 の 次 に 「 満 ３ 歳 以 上 限 定 小 規 模 保 育 事

業 者 及 び 」 を 加 え る 。  

附 則 に 次 の １ 条 を 加 え る 。  

（ 小 規 模 保 育 事 業 所 Ａ 型 及 び 保 育 所 型 事 業 所 内 保 育 事 業 所 の 職 員

配 置 に 係 る 特 例 ）  

第 ６ 条  保 育 の 需 要 に 応 ず る に 足 り る 保 育 所 、 認 定 こ ど も 園 （ 子 ど

も ・ 子 育 て 支 援 法 第 27条 第 １ 項 の 確 認 を 受 け た も の に 限 る 。 ） 又

は 地 域 型 保 育 事 業 （ 満 ３ 歳 以 上 限 定 小 規 模 保 育 事 業 を 除 く 。 ） が

不 足 し て い る こ と に 鑑 み 、 当 分 の 間 、 第 29条 第 ２ 項 各 号 又 は 第 4 4

条 第 ２ 項 各 号 に 定 め る 数 の 合 計 数 が １ と な る 時 は 、 第 29条 第 ２ 項

又 は 第 44条 第 ２ 項 に 規 定 す る 保 育 士 の 数 は １ 人 以 上 と す る こ と が

で き る 。 た だ し 、 配 置 さ れ る 保 育 士 の 数 が １ 人 と な る 時 は 、 当 該

保 育 士 に 加 え て 、 保 育 士 と 同 等 の 知 識 及 び 経 験 を 有 す る と 市 長 が

認 め る 者 を 置 か な け れ ば な ら な い 。  

附  則  

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  
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議案第  ８３  号  

 

 

 

仙北市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営  

に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定につ  

いて  

 

 

 仙北市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関

する基準を定める条例（平成２６年仙北市条例第２８号）の一部

を改正する条例を別紙のとおり制定するものとする。  

 

 

 

  令和８年９月１日  提出  

 

 

 

          秋田県仙北市長  田  口  知  明  
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仙 北 市 特 定 教 育 ・ 保 育 施 設 及 び 特 定 地 域 型 保 育 事 業

の 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る

条 例  

 

仙 北 市 特 定 教 育 ・ 保 育 施 設 及 び 特 定 地 域 型 保 育 事 業 の 運 営 に 関 す

る 基 準 を 定 め る 条 例 （ 平 成 26年 仙 北 市 条 例 第 28号 ） の 一 部 を 次 の よ

う に 改 正 す る 。  

第 ２ 条 第 ６ 号 中 「 小 規 模 保 育 事 業  児 童 福 祉 法 第 ６ 条 の ３ 第 10

項 」 の 前 に 「 満 ３ 歳 未 満 等 」 を 、 「 す る 小 規 模 保 育 事 業 」 の 次 に

「 （ 同 項 第 ３ 号 に 掲 げ る 事 業 を 除 く 。 ） 」 を 加 え 、 同 号 の 次 に 次 の

１ 号 を 加 え る 。  

(６ )の ２  満 ３ 歳 以 上 限 定 小 規 模 保 育 事 業  児 童 福 祉 法 第 ６ 条 の

３ 第 10項 に 規 定 す る 小 規 模 保 育 事 業 （ 同 項 第 ３ 号 に 掲 げ る 事 業

に 限 る 。 ） を い う 。  

第 ２ 条 第 11号 の 次 に 次 の ３ 号 を 加 え る 。  

(11)の ２  教 育 認 定 子 ど も  法 第 27条 第 １ 項 に 規 定 す る 教 育 認 定

子 ど も を い う 。  

(11)の ３  満 ３ 歳 以 上 保 育 認 定 子 ど も  法 第 27条 第 １ 項 に 規 定 す

る 満 ３ 歳 以 上 保 育 認 定 子 ど も を い う 。  

(11)の ４  保 育 認 定 子 ど も  法 第 29条 第 ２ 項 に 規 定 す る 保 育 認 定

子 ど も を い う 。  

第 ６ 条 第 ２ 項 中 「 同 号 に 掲 げ る 小 学 校 就 学 前 子 ど も に 該 当 す る 教

育 ・ 保 育 給 付 認 定 子 ど も 」 を 「 教 育 認 定 子 ど も 」 に 改 め 、 同 条 第 ３

項 中 「 同 条 第 ２ 号 又 は 第 ３ 号 に 掲 げ る 小 学 校 就 学 前 子 ど も に 該 当 す

る 教 育 ・ 保 育 給 付 認 定 子 ど も 」 を 「 満 ３ 歳 以 上 保 育 認 定 子 ど も 又 は

満 ３ 歳 未 満 保 育 認 定 子 ど も （ 特 定 満 ３ 歳 以 上 保 育 認 定 子 ど も を 除

く 。 ） 」 に 改 め 、 同 条 第 ４ 項 中 「 に 規 定 す る 場 合 に お い て は 、 特 定

教 育 ・ 保 育 施 設 は 、 こ れ ら の 規 定 に 規 定 す る 選 考 方 法 」 を 「 の 特 定

教 育 ・ 保 育 施 設 は 、 選 考 方 法 又 は 前 項 に 規 定 す る 選 考 の 方 法 」 に 改

め る 。  
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第 ７ 条 第 ２ 項 中 「 、 法 第 19条 第 ２ 号 又 は 第 ３ 号 に 掲 げ る 小 学 校 就

学 前 子 ど も に 該 当 す る 教 育 ・ 保 育 給 付 認 定 子 ど も 」 を 「 、 保 育 認 定

子 ど も 」 に 改 め る 。  

第 ９ 条 第 １ 項 中 「 、 速 や か に 」 を 「 て 速 や か に 」 に 改 め る 。  

第 12条 の 見 出 し 中 「 教 育 ・ 保 育 」 を 「 特 定 教 育 ・ 保 育 」 に 改 め る 。  

第 13条 第 ４ 項 中 「 規 定 に よ り 」 を 削 り 、 同 項 第 ３ 号 ア （ ア ） 中

「 法 第 19条 第 １ 号 に 掲 げ る 小 学 校 就 学 前 子 ど も に 該 当 す る 教 育 ・ 保

育 給 付 認 定 子 ど も 」 を 「 教 育 認 定 こ ど も 」 に 改 め 、 同 号 ア （ イ ） 中

「 法 第 19条 第 ２ 号 に 掲 げ る 小 学 校 就 学 前 子 ど も に 該 当 す る 教 育 ・ 保

育 給 付 認 定 子 ど も 」 を 「 満 ３ 歳 以 上 保 育 認 定 子 ど も 」 に 改 め 、 同 号

イ 中 「 以 下 」 の 次 に 「 こ の 」 を 加 え 、 同 号 イ （ ア ） 中 「 法 第 19条 第

１ 号 に 掲 げ る 小 学 校 就 学 前 子 ど も に 該 当 す る 教 育 ・ 保 育 給 付 認 定 子

ど も 」 を 「 教 育 認 定 子 ど も 」 に 改 め 、 同 号 イ （ イ ） 中 「 法 第 19条 第

２ 号 に 掲 げ る 小 学 校 就 学 前 子 ど も に 該 当 す る 教 育 ・ 保 育 給 付 認 定 子

ど も 」 を 「 満 ３ 歳 以 上 保 育 認 定 子 ど も 」 に 改 め る 。  

第 20条 第 ７ 号 中 「 及 び 第 ３ 項 」 を 削 り 、 「 方 法 」 の 次 に 「 及 び 同

条 第 ３ 項 に 規 定 す る 選 考 の 方 法 」 を 加 え る 。  

第 22条 の 見 出 し 中 「 定 員 」 を 「 利 用 定 員 」 に 改 め る 。  

第 25条 中 「 第 27条 の ２ 第 １ 項 各 号 」 の 次 に 「 、 学 校 教 育 法 第 １ 条

に 規 定 す る 幼 稚 園 で あ る 特 定 教 育 ・ 保 育 施 設 の 職 員 に あ っ て は 、 同

法 第 28条 第 ２ 項 に お い て 準 用 す る 認 定 こ ど も 園 法 第 27条 の ２ 第 １ 項

各 号 」 を 加 え る 。  

第 35条 第 １ 項 中 「 法 第 19条 第 １ 号 に 掲 げ る 小 学 校 就 学 前 子 ど も に

該 当 す る 教 育 ・ 保 育 給 付 認 定 子 ど も 」 を 「 教 育 認 定 子 ど も 」 に 改 め 、

同 条 第 ２ 項 中 「 法 第 19条 第 １ 号 に 掲 げ る 小 学 校 就 学 前 子 ど も に 該 当

す る 教 育 ・ 保 育 給 付 認 定 子 ど も 」 を 「 教 育 認 定 子 ど も 」 に 、 「 同 条

第 ２ 号 に 掲 げ る 小 学 校 就 学 前 子 ど も に 該 当 す る 教 育 ・ 保 育 給 付 認 定

子 ど も 」 を 「 満 ３ 歳 以 上 保 育 認 定 子 ど も 」 に 改 め 、 同 条 第 ３ 項 中 「 、

「 同 号 に 掲 げ る 小 学 校 就 学 前 子 ど も に 該 当 す る 教 育 ・ 保 育 給 付 認 定

子 ど も 」 」 を 「 、 「 教 育 認 定 子 ど も 」 」 に 、 「 「 同 号 又 は 同 条 第 ２
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号 に 掲 げ る 小 学 校 就 学 前 子 ど も に 該 当 す る 教 育 ・ 保 育 給 付 認 定 子 ど

も 」 」 を 「 「 教 育 認 定 子 ど も 又 は 満 ３ 歳 以 上 保 育 認 定 子 ど も 」 と 、

「 同 号 」 と あ る の は 「 同 条 第 ２ 号 」 」 に 、 「 第 ４ 項 第 ３ 号 イ （ ア ）

中 「 教 育 ・ 保 育 給 付 認 定 子 ど も 」 と あ る の は 「 教 育 ・ 保 育 給 付 認 定

子 ど も 」 を 「 第 ４ 項 第 ３ 号 イ （ ア ） 中 「 教 育 認 定 子 ど も 」 と あ る の

は 「 教 育 認 定 子 ど も 」 に 、 「 イ （ イ ） 中 「 教 育 ・ 保 育 給 付 認 定 子 ど

も 」 と あ る の は 「 教 育 ・ 保 育 給 付 認 定 子 ど も 」 を 「 イ （ イ ） 中 「 満

３ 歳 以 上 保 育 認 定 子 ど も 」 と あ る の は 「 満 ３ 歳 以 上 保 育 認 定 子 ど

も 」 に 改 め る 。  

第 36条 第 １ 項 中 「 法 第 19条 第 ２ 号 に 掲 げ る 小 学 校 就 学 前 子 ど も に

該 当 す る 教 育 ・ 保 育 給 付 認 定 子 ど も 」 を 「 満 ３ 歳 以 上 保 育 認 定 子 ど

も 」 に 改 め 、 同 条 第 ２ 項 中 「 法 第 19条 第 ２ 号 に 掲 げ る 小 学 校 就 学 前

子 ど も に 該 当 す る 教 育 ・ 保 育 給 付 認 定 子 ど も 」 を 「 満 ３ 歳 以 上 保 育

認 定 子 ど も 」 に 、 「 同 条 第 １ 号 に 掲 げ る 小 学 校 就 学 前 子 ど も に 該 当

す る 教 育 ・ 保 育 給 付 認 定 子 ど も 」 を 「 教 育 認 定 子 ど も 」 に 改 め 、 同

条 第 ３ 項 中 「 、 「 同 号 に 掲 げ る 小 学 校 就 学 前 子 ど も に 該 当 す る 教

育 ・ 保 育 給 付 認 定 子 ど も の 総 数 」 と あ る の は 「 同 条 第 １ 号 又 は 第 ２

号 に 掲 げ る 小 学 校 就 学 前 子 ど も に 該 当 す る 教 育 ・ 保 育 給 付 認 定 子 ど

も の 総 数 」 」 を 「 、 「 教 育 認 定 子 ど も の 総 数 」 と あ る の は 「 教 育 認

定 子 ど も 又 は 満 ３ 歳 以 上 保 育 認 定 子 ど も の 総 数 」 」 に 改 め 、 「 第 ４

項 第 ３ 号 イ （ ア ） 中 「 教 育 ・ 保 育 給 付 認 定 子 ど も 」 と あ る の は 「 教

育 ・ 保 育 給 付 認 定 子 ど も （ 特 別 利 用 教 育 を 受 け る 者 を 含 む 。 ） 」

と 」 を 削 り 、 「 同 号 イ （ イ ） 中 「 教 育 ・ 保 育 給 付 認 定 子 ど も 」 と あ

る の は 「 教 育 ・ 保 育 給 付 認 定 子 ど も （ 特 別 利 用 教 育 を 受 け る 者 を 除

く 。 ） 」 」 を 「 第 ４ 項 第 ３ 号 イ （ ア ） 中 「 教 育 認 定 子 ど も 」 と あ る

の は 「 教 育 認 定 子 ど も （ 特 別 利 用 保 育 を 受 け る 者 を 含 む 。 ） 」 と 、

同 号 イ （ イ ） 中 「 満 ３ 歳 以 上 保 育 認 定 子 ど も 」 と あ る の は 「 満 ３ 歳

以 上 保 育 認 定 子 ど も （ 特 別 利 用 教 育 を 受 け る 者 を 除 く 。 ） 」 」 に 改

め る 。  

第 37条 第 １ 項 中 「 仙 北 市 地 域 型 保 育 事 業 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る
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基 準 を 定 め る 条 例 （ 平 成 26年 仙 北 市 条 例 第 27号 。 以 下 こ の 項 に お い

て 「 条 例 」 と い う 。 ） 第 28条 」 を 「 家 庭 的 保 育 事 業 等 の 設 備 及 び 運

営 に 関 す る 基 準 （ 平 成 26年 厚 生 労 働 省 令 第 61号 ） 第 27条 」 に 、 「 条

例 第 31条 」 を 「 令 第 27条 」 に 、 「 19人 以 下 と し 」 を 「 19人 以 下 」 に 、

「 条 例 第 33条 」 を 「 令 第 27条 」 に 、 「 附 則 第 ３ 条 」 を 「 附 則 第 ４

条 」 に 、 「 10人 以 下 と し 」 を 「 1 0人 以 下 」 に 改 め 、 同 条 第 ２ 項 中

「 は 、 特 定 地 域 型 保 育 の 種 類 及 び 当 該 特 定 地 域 型 保 育 の 種 類 に 係 る

特 定 地 域 型 保 育 事 業 を 行 う 事 業 所 （ 以 下 「 特 定 地 域 型 保 育 事 業 所 」

と い う 。 ） ご と に 、 法 第 19条 第 ３ 号 に 掲 げ る 小 学 校 就 学 前 子 ど も に

係 る 利 用 定 員 （ 事 業 所 内 保 育 事 業 を 行 う 事 業 所 に あ っ て は 、 仙 北 市

地 域 型 保 育 事 業 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 第 42条 の

規 定 を 踏 ま え 、 そ の 雇 用 す る 労 働 者 の 監 護 す る 小 学 校 就 学 前 子 ど も

を 保 育 す る た め 当 該 事 業 所 内 保 育 事 業 を 自 ら 施 設 を 設 置 し て 行 う 事

業 主 に 係 る 当 該 小 学 校 就 学 前 子 ど も （ 当 該 事 業 所 内 保 育 事 業 が 、 事

業 主 団 体 に 係 る も の に あ っ て は 事 業 主 団 体 の 構 成 員 で あ る 事 業 主 の

雇 用 す る 労 働 者 の 監 護 す る 小 学 校 就 学 前 子 ど も と し 、 共 済 組 合 等

（ 児 童 福 祉 法 第 ６ 条 の ３ 第 12項 第 １ 号 ハ に 規 定 す る 共 済 組 合 等 を い

う 。 ） に 係 る も の に あ っ て は 共 済 組 合 等 の 構 成 員 （ 同 号 ハ に 規 定 す

る 共 済 組 合 等 の 構 成 員 を い う 。 ） の 監 護 す る 小 学 校 就 学 前 子 ど も と

す る 。 ） 及 び そ の 他 の 小 学 校 就 学 前 子 ど も ご と に 定 め る 法 第 19条 第

３ 号 に 掲 げ る 小 学 校 就 学 前 子 ど も に 係 る 利 用 定 員 と す る 。 ） を 、 満

１ 歳 に 満 た な い 小 学 校 就 学 前 子 ど も と 満 １ 歳 以 上 の 小 学 校 就 学 前 子

ど も に 区 分 し て 定 め る も の と す る 。 」 を 「 、 （ 満 ３ 歳 以 上 限 定 小 規

模 保 育 事 業 者 （ 満 ３ 歳 以 上 限 定 小 規 模 保 育 事 業 を 行 う 者 を い う 。 以

下 同 じ 。 ） を 除 く 。 ） は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 地 域 型 保 育 事 業 の 区 分

に 応 じ 、 当 該 地 域 型 保 育 事 業 を 行 う 事 業 所 ご と に 、 当 該 各 号 に 定 め

る 利 用 定 員 を 、 満 １ 歳 に 満 た な い 小 学 校 就 学 前 子 ど も と 満 １ 歳 以 上

の 小 学 校 就 学 前 子 ど も と に 区 分 し て 定 め る も の と す る 。 」 に 改 め 、

同 項 に 次 の 各 号 を 加 え る 。  

(１ )  家 庭 的 保 育 事 業 、 満 ３ 歳 未 満 等 小 規 模 保 育 事 業 及 び 居 宅 訪

23



問 型 保 育 事 業  法 19条 第 ３ 号 に 掲 げ る 小 学 校 就 学 前 子 ど も に 係

る 利 用 定 員  

(２ )  事 業 所 内 保 育 事 業  法 第 4 3条 第 ３ 項 に 規 定 す る 労 働 者 等 監

護 満 ３ 歳 未 満 小 学 校 就 学 前 子 ど も に 係 る 利 用 定 員 及 び そ の 他 の

法 第 19条 第 ３ 号 に 掲 げ る 小 学 校 就 学 前 子 ど も に 係 る 利 用 定 員  

第 37条 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

３  特 定 地 域 型 保 育 事 業 者 （ 満 ３ 歳 以 上 限 定 小 規 模 保 育 事 業 者 に 限

る 。 ） は 、 満 ３ 歳 以 上 限 定 小 規 模 保 育 事 業 を 行 う 事 業 所 ご と に 、

法 第 1 9条 第 ２ 号 に 掲 げ る 小 学 校 就 学 前 子 ど も に 係 る 利 用 定 員 を 定

め る も の と す る 。  

第 39条 第 ２ 項 中 「 事 業 者 」 の 次 に 「 （ 満 ３ 歳 以 上 限 定 小 規 模 保 育

事 業 者 を 除 く 。 ） 」 を 加 え 、 「 子 ど も 及 び 当 該 」 を 「 子 ど も の 数 及

び 」 に 改 め 、 「 こ の 章 」 の 次 に 「 （ 第 43条 第 １ 項 を 除 く 。 ） 」 を 加

え 、 「 、 教 育 ・ 保 育 給 付 認 定 」 を 「 、 法 第 20条 第 ４ 項 の 規 定 に よ る

認 定 」 に 改 め 、 同 条 第 ４ 項 中 「 、 地 域 型 保 育 を 提 供 す る 体 制 」 を 「 、

地 域 型 保 育 の 提 供 体 制 」 に 、 「 満 ３ 歳 未 満 保 育 認 定 子 ど も 」 を 「 保

育 認 定 子 ど も 」 に 、 「 、 速 や か に 、 第 42条 第 １ 項 に 規 定 す る 連 携 施

設 」 を 「 、 連 携 施 設 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 ５ 項 と し 、 同 条 第 ３ 項

中 「 前 項 に 規 定 す る 場 合 に お い て は 、 」 を 「 前 ２ 項 の 」 に 、 「 、 同

項 」 を 「 、 前 ２ 項 」 に 、 「 、 当 該 選 考 」 を 「 、 選 考 」 に 改 め 、 同 項

を 同 条 第 ４ 項 と し 、 同 条 第 ２ 項 の 次 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

３  特 定 地 域 型 保 育 事 業 者 （ 満 ３ 歳 以 上 限 定 小 規 模 保 育 事 業 者 に 限

る 。 ） は 、 利 用 の 申 込 み に 係 る 法 第 19条 第 ２ 号 に 掲 げ る 小 学 校 就

学 前 子 ど も の 数 及 び 特 定 地 域 型 保 育 事 業 所 を 現 に 利 用 し て い る 満

３ 歳 以 上 保 育 認 定 子 ど も の 総 数 が 、 当 該 特 定 地 域 型 保 育 事 業 所 の

同 号 に 掲 げ る 小 学 校 就 学 前 子 ど も の 区 分 に 係 る 利 用 定 員 の 総 数 を

超 え る 場 合 に お い て は 、 法 第 20条 第 ４ 項 の 規 定 に よ る 認 定 に 基 づ

き 、 保 育 の 必 要 の 程 度 及 び 家 族 等 の 状 況 を 勘 案 し 、 保 育 を 受 け る

必 要 性 が 高 い と 認 め ら れ る 満 ３ 歳 以 上 保 育 認 定 子 ど も が 優 先 的 に

利 用 で き る よ う 、 選 考 す る も の と す る 。  
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第 40条 第 ２ 項 中 「 、 満 ３ 歳 未 満 保 育 認 定 子 ど も 」 を 「 、 保 育 認 定

子 ど も 」 に 改 め 、 「 当 該 」 を 削 る 。  

第 41条 中 「 、 満 ３ 歳 未 満 保 育 認 定 子 ど も 」 を 「 、 保 育 認 定 子 ど

も 」 に 改 め る 。  

第 42条 第 １ 項 第 １ 号 中 「 満 ３ 歳 未 満 保 育 認 定 子 ど も 」 を 「 保 育 認

定 子 ど も 」 に 改 め 、 同 項 第 ３ 号 中 「 事 業 者 」 の 次 に 「 （ 満 ３ 歳 以 上

限 定 小 規 模 保 育 事 業 者 を 除 く 。 第 ６ 項 、 第 ７ 項 、 第 11項 及 び 第 1 2項

に お い て 同 じ 。 ） 」 を 、 「 よ り 特 定 地 域 型 保 育 」 の 次 に 「 （ 満 ３ 歳

以 上 限 定 小 規 模 保 育 を 除 く 。 第 ６ 項 、 第 ７ 項 及 び 第 12項 に お い て 同

じ 。 ） 」 を 加 え 、 「 小 学 校 就 学 前 子 ど も 」 を 「 法 第 19条 第 ３ 号 に 掲

げ る 小 学 校 就 学 前 子 ど も 」 に 改 め 、 「 以 下 こ の 号 及 び 」 を 削 り 、 同

条 第 ７ 項 中 「 同 項 」 を 削 り 、 同 項 各 号 列 記 以 外 の 部 分 中 「 も の に 限

る 。 ） 」 の 次 に 「 又 は 満 ３ 歳 以 上 限 定 小 規 模 保 育 事 業 を 行 う 事 業

所 」 を 加 え 、 同 項 中 「 連 携 協 力 を 行 う 者 」 を 「 連 携 協 力 を 行 う 施 設

又 は 事 業 所 」 に 改 め 、 同 条 中 第 1 1項 を 第 12項 と し 、 第 ８ 項 か ら 第 10

項 ま で を １ 項 ず つ 繰 り 下 げ 、 第 ７ 項 の 次 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

８  特 定 地 域 型 保 育 事 業 者 （ 満 ３ 歳 以 上 限 定 小 規 模 保 育 事 業 者 に 限

る 。 ） は 、 第 １ 項 本 文 の 規 定 に か か わ ら ず 、 連 携 施 設 の 確 保 に 当

た っ て 、 同 項 第 ３ 号 に 係 る 連 携 協 力 を 求 め る こ と を 要 し な い 。  

第 43条 第 １ 項 中 「 保 護 者 」 の 次 に 「 （ 満 ３ 歳 未 満 保 育 認 定 子 ど も

に 係 る 教 育 ・ 保 育 給 付 認 定 保 護 者 に 限 る 。 ） 」 を 加 え る 。  

第 46条 第 ７ 号 中 「 第 39条 第 ２ 項 」 の 次 に 「 及 び 第 ３ 項 」 を 加 え 、

「 選 考 方 法 」 を 「 選 考 の 方 法 」 に 改 め る 。  

第 47条 第 １ 項 及 び 第 ２ 項 た だ し 書 中 「 、 満 ３ 歳 未 満 保 育 認 定 子 ど

も 」 を 「 、 保 育 認 定 子 ど も 」 に 改 め る 。  

第 48条 の 見 出 し 中 「 定 員 」 を 「 利 用 定 員 」 に 改 め る 。  

第 49条 第 ２ 項 中 「 、 満 ３ 歳 未 満 保 育 認 定 子 ど も 」 を 「 、 保 育 認 定

子 ど も 」 に 改 め る 。  

第 50条 第 １ 項 を 次 の よ う に 改 め る 。  

第 ８ 条 か ら 第 14条 ま で （ 第 10条 及 び 第 13条 を 除 く 。 ） 、 第 1 7条
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か ら 第 19条 ま で 及 び 第 23条 か ら 第 33条 ま で の 規 定 は 、 特 定 地 域 型

保 育 事 業 者 、 特 定 地 域 型 保 育 事 業 所 及 び 特 定 地 域 型 保 育 に つ い て

準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 第 11条 中 「 教 育 ・ 保 育 給 付 認 定 子

ど も に つ い て 」 と あ る の は 「 教 育 ・ 保 育 給 付 認 定 子 ど も （ 教 育 認

定 子 ど も を 除 く 。 以 下 こ の 款 に お い て 同 じ 。 ） に つ い て 」 と 、 第

14条 第 １ 項 中 「 施 設 型 給 付 費 （ 法 第 27条 第 １ 項 の 施 設 型 給 付 費 を

い う 。 以 下 」 と あ る の は 「 地 域 型 保 育 給 付 費 （ 法 第 29条 第 １ 項 の

地 域 型 保 育 給 付 費 を い う 。 以 下 こ の 項 及 び 第 19条 に お い て 」 と 、

「 施 設 型 給 付 費 の 」 と あ る の は 「 地 域 型 保 育 給 付 費 の 」 と 、 同 条

第 ２ 項 中 「 特 定 教 育 ・ 保 育 提 供 証 明 書 」 と あ る の は 「 特 定 地 域 型

保 育 提 供 証 明 書 」 と 、 第 19条 中 「 施 設 型 給 付 費 」 と あ る の は 「 地

域 型 保 育 給 付 費 」 と 、 第 25条 中 「 各 号 （ 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園

で あ る 特 定 教 育 ・ 保 育 施 設 の 職 員 に あ っ て は 、 認 定 こ ど も 園 法 第

27条 の ２ 第 １ 項 各 号 、 学 校 教 育 法 第 １ 条 に 規 定 す る 幼 稚 園 で あ る

特 定 教 育 ・ 保 育 施 設 の 職 員 に あ っ て は 、 同 法 第 2 8条 第 ２ 項 に お い

て 準 用 す る 認 定 こ ど も 園 法 第 27条 の ２ 第 １ 項 各 号 ） 」 と あ る の は

「 各 号 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。  

第 51条 第 １ 項 中 「 事 業 者 」 の 次 に 「 （ 満 ３ 歳 以 上 限 定 小 規 模 保 育

事 業 者 を 除 く 。 以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ） 」 を 加 え 、 「 法 第 1 9条

第 １ 号 に 掲 げ る 小 学 校 就 学 前 子 ど も に 該 当 す る 教 育 ・ 保 育 給 付 認 定

子 ど も 」 を 「 教 育 認 定 子 ど も 」 に 、 「 、 仙 北 市 地 域 型 保 育 事 業 の 設

備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 に 規 定 す る 設 備 及 び 運 営 の 」

を 「 、 法 第 46条 第 １ 項 に 規 定 す る 地 域 型 保 育 事 業 の 認 可 」 に 改 め 、

同 条 第 ２ 項 中 「 法 第 19条 第 １ 号 に 掲 げ る 小 学 校 就 学 前 子 ど も に 該 当

す る 教 育 ・ 保 育 給 付 認 定 子 ど も 及 び 当 該 」 を 「 教 育 認 定 子 ど も 及

び 」 に 、 「 次 条 第 １ 項 」 を 「 第 5 2条 第 １ 項 」 に 、 「 当 該 特 定 利 用 地

域 型 保 育 の 対 象 と な る 法 第 19条 第 ２ 号 に 掲 げ る 小 学 校 就 学 前 子 ど も

に 該 当 す る 教 育 ・ 保 育 給 付 認 定 子 ど も 」 を 「 、 当 該 特 定 利 用 地 域 型

保 育 の 対 象 と な る 満 ３ 歳 以 上 保 育 認 定 子 ど も 」 に 改 め 、 同 条 第 ３ 項

中 「 い う 。 次 条 第 ３ 項 」 の 次 に 「 及 び 第 52条 第 ３ 項 」 を 加 え 、 「 第
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40条 第 ２ 項 」 を 「 第 37条 第 ３ 項 、 第 39条 第 ３ 項 及 び 第 40条 第 ２ 項 」

に 、 「 、 第 50条 」 を 「 、 前 条 」 に 、 「 、 第 17条 か ら 第 19条 ま で 及 び

第 23条 か ら 第 33条 ま で を 含 む 。 次 条 第 ３ 項 」 を 「 、 第 17条 か ら 第 19

条 ま で 及 び 第 23条 か ら 第 33条 ま で を 含 む 。 第 52条 第 ３ 項 」 に 改 め 、

同 項 後 段 中 「 こ の 章 」 の 次 に 「 （ 第 43条 第 １ 項 を 除 く 。 ） 」 を 加 え 、

同 項 中 「 「 同 号 又 は 同 条 第 ３ 号 に 掲 げ る 小 学 校 就 学 前 子 ど も に 該 当

す る 教 育 ・ 保 育 給 付 認 定 子 ど も （ 第 52条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 特 定 利

用 地 域 型 保 育 を 提 供 す る 場 合 に あ っ て は 、 当 該 特 定 利 用 地 域 型 保 育

の 対 象 と な る 法 第 19条 第 ２ 号 に 掲 げ る 小 学 校 就 学 前 子 ど も に 該 当 す

る 教 育 ・ 保 育 給 付 認 定 子 ど も を 含 む 。 ） 」 」 を 「 「 教 育 認 定 子 ど も

及 び 満 ３ 歳 未 満 保 育 認 定 子 ど も （ 特 定 満 ３ 歳 以 上 保 育 認 定 子 ど も を

除 き 、 第 52条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 特 定 利 用 地 域 型 保 育 を 提 供 す る 場

合 に あ っ て は 、 当 該 特 定 利 用 地 域 型 保 育 の 対 象 と な る 満 ３ 歳 以 上 保

育 認 定 子 ど も を 含 む 。 ） 」 に 、 「 同 号 」 と あ る の は 「 同 条 第 ３ 号 」

を 「 同 号 」 と あ る の は 「 法 第 19条 第 ３ 号 」 に 、 「 教 育 ・ 保 育 給 付 認

定 に 基 づ き 」 を 「 法 第 20条 第 ４ 項 の 規 定 に よ る 認 定 に 基 づ き 」 に 、

「 、 第 43条 第 １ 項 中 「 教 育 ・ 保 育 給 付 認 定 保 護 者 」 と あ る の は 「 教

育 ・ 保 育 給 付 認 定 保 護 者 （ 特 別 利 用 地 域 型 保 育 の 対 象 と な る 法 第 19

条 第 １ 号 に 掲 げ る 小 学 校 就 学 前 子 ど も に 該 当 す る 教 育 ・ 保 育 給 付 認

定 子 ど も に 係 る 教 育 ・ 保 育 給 付 認 定 保 護 者 を 除 く 。 ） 」 を 「 、 第 43

条 第 １ 項 中 「 教 育 ・ 保 育 給 付 認 定 保 護 者 （ 満 ３ 歳 未 満 保 育 認 定 子 ど

も に 係 る 教 育 ・ 保 育 給 付 認 定 保 護 者 に 限 る 。 ） 」 と あ る の は 「 教

育 ・ 保 育 給 付 認 定 保 護 者 （ 特 別 利 用 地 域 型 保 育 の 対 象 と な る 教 育 認

定 子 ど も に 係 る 教 育 ・ 保 育 給 付 認 定 保 護 者 を 除 く 。 ） 」 に 、 「 前 各

項 」 を 「 前 ４ 項 」 に 改 め 、 同 条 の 次 に 次 の １ 条 を 加 え る 。  

第 51条 の ２  特 定 地 域 型 保 育 事 業 者 （ 満 ３ 歳 以 上 限 定 小 規 模 保 育 事

業 者 に 限 る 。 以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ） が 教 育 認 定 子 ど も に 対

し 特 別 利 用 地 域 型 保 育 を 提 供 す る 場 合 に は 、 法 第 46条 第 １ 項 に 規

定 す る 地 域 型 保 育 事 業 の 認 可 基 準 を 遵 守 し な け れ ば な ら な い 。  

２  特 定 地 域 型 保 育 事 業 者 が 、 第 １ 項 の 規 定 に よ り 特 別 利 用 地 域 型
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保 育 を 提 供 す る 場 合 に は 、 当 該 特 別 利 用 地 域 型 保 育 に 係 る 教 育 認

定 子 ど も 及 び 特 定 地 域 型 保 育 事 業 所 を 現 に 利 用 し て い る 満 ３ 歳 以

上 保 育 認 定 子 ど も の 総 数 が 、 第 3 7条 第 ３ 項 の 規 定 に よ り 定 め ら れ

た 利 用 定 員 の 数 を 超 え な い も の と す る 。  

３  特 定 地 域 型 保 育 事 業 者 が 、 第 １ 項 の 規 定 に よ り 特 別 利 用 地 域 型

保 育 を 提 供 す る 場 合 に は 、 特 定 地 域 型 保 育 に は 特 別 利 用 地 域 型 保

育 を 、 地 域 型 保 育 給 付 費 に は 特 例 地 域 型 保 育 給 付 費 を 、 そ れ ぞ れ

含 む も の と し て 、 こ の 章 （ 第 37条 第 ２ 項 、 第 39条 第 ２ 項 及 び 第 4 0

条 第 ２ 項 を 除 き 、 第 50条 に お い て 準 用 す る 第 ８ 条 か ら 第 14条 ま で

（ 第 1 0条 及 び 第 1 3条 を 除 く 。 ） 、 第 17条 か ら 第 19条 ま で 及 び 第 23

条 か ら 第 33条 ま で を 含 む 。 ） の 規 定 を 適 用 す る 。 こ の 場 合 に お い

て 、 第 39条 第 ３ 項 中 「 第 19条 第 ２ 号 」 と あ る の は 「 第 19条 第 １

号 」 と 、 「 満 ３ 歳 以 上 保 育 認 定 子 ど も 」 と あ る の は 「 教 育 認 定 子

ど も 又 は 満 ３ 歳 以 上 保 育 認 定 子 ど も 」 と 、 「 同 号 」 と あ る の は

「 法 第 19条 第 ２ 号 」 と 、 「 法 第 2 0条 第 ４ 項 の 規 定 に よ る 認 定 に 基

づ き 、 保 育 の 必 要 の 程 度 及 び 家 族 等 の 状 況 を 勘 案 し 、 保 育 を 受 け

る 必 要 性 が 高 い と 認 め ら れ る 満 ３ 歳 以 上 保 育 認 定 子 ど も が 優 先 的

に 利 用 で き る よ う 、 」 と あ る の は 「 抽 選 、 申 込 み を 受 け た 順 序 に

よ り 決 定 す る 方 法 、 当 該 特 定 地 域 型 保 育 事 業 者 の 保 育 に 関 す る 理

念 、 基 本 方 針 等 に 基 づ く 選 考 そ の 他 公 正 な 方 法 に よ り 」 と 、 第 4 3

条 第 １ 項 中 「 教 育 ・ 保 育 給 付 認 定 保 護 者 （ 満 ３ 歳 未 満 保 育 認 定 子

ど も に 係 る 教 育 ・ 保 育 給 付 認 定 保 護 者 に 限 る 。 ） 」 と あ る の は

「 教 育 ・ 保 育 給 付 認 定 保 護 者 （ 特 別 利 用 地 域 型 保 育 の 対 象 と な る

教 育 認 定 子 ど も に 係 る 教 育 ・ 保 育 給 付 認 定 保 護 者 を 除 く 。 ） 」 と 、

同 条 第 ２ 項 中 「 法 第 29条 第 ３ 項 第 １ 号 に 掲 げ る 額 」 と あ る の は

「 法 第 30条 第 ２ 項 第 ２ 号 の 内 閣 総 理 大 臣 が 定 め る 基 準 に よ り 算 定

し た 費 用 の 額 」 と 、 同 条 第 ３ 項 中 「 前 ２ 項 」 と あ る の は 「 前 項 」

と 、 同 条 第 ４ 項 中 「 前 ３ 項 」 と あ る の は 「 前 ２ 項 」 と 、 「 掲 げ る

費 用 」 と あ る の は 「 掲 げ る 費 用 及 び 食 事 の 提 供 （ 第 13条 第 ４ 項 第

３ 号 ア 又 は イ に 掲 げ る も の を 除 く 。 ） に 要 す る 費 用 」 と 、 同 条 第
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５ 項 中 「 前 ４ 項 」 と あ る の は 「 前 ３ 項 」 と す る 。  

第 52条 第 １ 項 中 「 が 、 法 第 19条 第 ２ 号 に 掲 げ る 小 学 校 就 学 前 子 ど

も に 該 当 す る 教 育 ・ 保 育 給 付 認 定 子 ど も 」 を 「 （ 満 ３ 歳 以 上 限 定 小

規 模 保 育 事 業 者 を 除 く 。 以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ） が 、 満 ３ 歳 以

上 保 育 認 定 子 ど も 」 に 、 「 、 仙 北 市 地 域 型 保 育 事 業 の 設 備 及 び 運 営

に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 に 規 定 す る 設 備 及 び 運 営 の 」 を 「 、 法 第

46条 第 １ 項 に 規 定 す る 地 域 型 保 育 事 業 の 認 可 」 に 改 め 、 同 条 第 ２ 項

中 「 法 第 19条 第 ２ 号 に 掲 げ る 小 学 校 就 学 前 子 ど も に 該 当 す る 教 育 ・

保 育 給 付 認 定 子 ど も 」 を 「 満 ３ 歳 以 上 保 育 認 定 子 ど も 」 に 、 「 同 条

第 ３ 号 に 掲 げ る 小 学 校 就 学 前 子 ど も に 該 当 す る 教 育 ・ 保 育 給 付 認 定

子 ど も （ 前 条 第 １ 項 」 を 「 満 ３ 歳 未 満 保 育 認 定 子 ど も （ 第 51条 第 １

項 」 に 、 「 法 第 1 9条 第 １ 号 に 掲 げ る 小 学 校 就 学 前 子 ど も に 該 当 す る

教 育 ・ 保 育 給 付 認 定 子 ど も 」 を 「 教 育 認 定 子 ど も 」 に 改 め 、 同 条 第

３ 項 中 「 中 「 教 育 ・ 保 育 給 付 認 定 保 護 者 」 の 次 に 「 （ 満 ３ 歳 未 満 保

育 認 定 子 ど も に 係 る 教 育 ・ 保 育 給 付 認 定 保 護 者 に 限 る 。 ） 」 を 加 え 、

「 法 第 19条 第 ２ 号 に 掲 げ る 小 学 校 就 学 前 子 ど も に 該 当 す る 教 育 ・ 保

育 給 付 認 定 子 ど も 」 を 「 満 ３ 歳 以 上 保 育 認 定 子 ど も 」 に 、 「 令 第 ４

条 第 １ 項 第 ２ 号 に 規 定 す る 満 ３ 歳 以 上 保 育 認 定 子 ど も を い う 。 」 を

「 特 定 満 ３ 歳 以 上 保 育 認 定 子 ど も を 除 く 。 」 に 改 め る 。  

附  則  

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  
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議案第  ８４  号  

 

 

 

仙北市総合開発センター条例の一部を改正する条例制定  

について  

 

 

 仙北市総合開発センター条例（平成１７年仙北市条例第１２１

号）の一部を改正する条例を別紙のとおり制定するものとする。  

 

 

 

  令和８年９月１日  提出  

 

 

 

          秋田県仙北市長  田  口  知  明  
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仙 北 市 総 合 開 発 セ ン タ ー 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 

仙 北 市 総 合 開 発 セ ン タ ー 条 例 （ 平 成 17年 仙 北 市 条 例 第 121号 ） の

一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

第 ２ 条 の 表 仙 北 市 田 沢 湖 総 合 開 発 セ ン タ ー の 項 を 削 る 。  

別 表 を 次 の と お り 改 め る 。  

別 表 （ 第 ５ 条 、 第 ７ 条 関 係 ）  

西 木 総 合 開 発 セ ン タ ー  

施 設 区 分  
基 本 使 用 料  追 加 使 用 料  冷 暖 房 使 用

料  
備 考  

昼 間  夜 間  昼 間  夜 間  

集 会 室  
1,640

円  

1,640

円  
320円  540円  

１ 時 間 に つ

き  120円  

１  基 本 使 用

料 は 、 昼 間

は 使 用 時 間

４ 時 間 ま で

と し 、 夜 間

は ３ 時 間 ま

で と す る 。  

２  追 加 使 用

料 は 、 超 過

１ 時 間 ご と

に 加 算 す る

額 と す る 。  

３  使 用 時 間

に １ 時 間 未

満 の 端 数 が

あ る と き

は 、 １ 時 間

と み な す 。  

農 林 研 修

室 兼 農 林

実 験 室  

540円  540円  100円  150円  
１ 時 間 に つ

き  40円  

宿 泊 研 修

室  
320円  320円  100円  150円  

１ 時 間 に つ

き  20円  

婦 人 研 修

室  
320円  320円  100円  150円  

１ 時 間 に つ

き  20円  

営 農 相 談

室  
320円  320円  100円  150円  

１ 時 間 に つ

き  20円  

附  則  

こ の 条 例 は 、 令 和 ８ 年 10月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  
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議案第  ８５  号  

 

 

 

仙北市福祉センター条例を廃止する条例制定について  

 

 

 

仙北市福祉センター条例（平成１８年仙北市条例第２号）を廃

止する条例を別紙のとおり制定するものとする。  

 

 

 

令和８年９月１日  提出  

 

 

 

 秋田県仙北市長  田  口  知  明  
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仙北市福祉センター条例を廃止する条例  

 

仙北市福祉センター条例（平成 1 8年仙北市条例第２号）は、廃 止

する。  

附  則  

この条例は、令和８年 10月１日から施行する。  
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議案第  ８６  号  

 

 

 

仙北市角館中心市街地活性化支援センター条例を廃止  

する条例制定について  

 

 

 

仙北市角館中心市街地活性化支援センター条例（平成１８年仙

北市条例第１４号）を廃止する条例を別紙のとおり制定するもの

とする。  

 

 

 

令和８年９月１日  提出  

 

 

 

 秋田県仙北市長  田  口  知  明  
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仙 北 市 角 館 中 心 市 街 地 活 性 化 支 援 セ ン タ ー 条 例 を 廃

止 す る 条 例  

 

仙 北 市 角 館 中 心 市 街 地 活 性 化 支 援 セ ン タ ー 条 例 （ 平 成 18年 仙 北市

条 例 第 14号 ） は 、 廃 止 す る 。  

附  則  

こ の 条 例 は 、 令 和 ８ 年 10月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  
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議案第  ９０  号  

 

 

 

令和７年度仙北市一般会計歳入歳出決算認定について  

 

 

 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項の規定に

より、令和７年度仙北市一般会計歳入歳出決算を、別紙監査委員の意

見を付けて議会の認定に付する。  

 

 

 

令和８年９月１日  提出  

 

 

 

秋田県仙北市長  田  口  知  明  
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議案第  ９１  号  

 

 

 

令和７年度仙北市集中管理特別会計歳入歳出決算認定  

について  

 

 

 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項の規定に

より、令和７年度仙北市集中管理特別会計歳入歳出決算を、別紙監査

委員の意見を付けて議会の認定に付する。  

 

 

 

令和８年９月１日  提出  

 

 

 

秋田県仙北市長  田  口  知  明  
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議案第  ９２  号  

 

 

 

令和７年度仙北市国民健康保険特別会計歳入歳出決算  

認定について  

 

 

 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項の規定に

より、令和７年度仙北市国民健康保険特別会計歳入歳出決算を、別紙

監査委員の意見を付けて議会の認定に付する。  

 

 

 

令和８年９月１日  提出  

 

 

 

秋田県仙北市長  田  口  知  明  
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議案第  ９３  号  

 

 

 

令和７年度仙北市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算  

認定について  

 

 

 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項の規定に

より、令和７年度仙北市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算を、別

紙監査委員の意見を付けて議会の認定に付する。  

 

 

 

令和８年９月１日  提出  

 

 

 

秋田県仙北市長  田  口  知  明  
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議案第  ９４  号  

 

 

 

令和７年度仙北市介護保険特別会計歳入歳出決算認定  

について  

 

 

 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項の規定に

より、令和７年度仙北市介護保険特別会計歳入歳出決算を、別紙監査

委員の意見を付けて議会の認定に付する。  

 

 

 

令和８年９月１日  提出  

 

 

 

秋田県仙北市長  田  口  知  明  
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議案第  ９５  号  

 

 

 

令和７年度仙北市生保内財産区特別会計歳入歳出決算  

認定について  

 

 

 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項の規定に

より、令和７年度仙北市生保内財産区特別会計歳入歳出決算を、別紙

監査委員の意見を付けて議会の認定に付する。  

 

 

 

令和８年９月１日  提出  

 

 

 

秋田県仙北市長  田  口  知  明  
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議案第  ９６  号  

 

 

 

令和７年度仙北市田沢財産区特別会計歳入歳出決算  

認定について  

 

 

 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項の規定に

より、令和７年度仙北市田沢財産区特別会計歳入歳出決算を別紙監査

委員の意見を付けて議会の認定に付する。  

 

 

 

令和８年９月１日  提出  

 

 

 

秋田県仙北市長  田  口  知  明  
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議案第  ９７  号  

 

 

 

令和７年度仙北市雲沢財産区特別会計歳入歳出決算  

認定について  

 

 

 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項の規定に

より、令和７年度仙北市雲沢財産区特別会計歳入歳出決算を別紙監査

委員の意見を付けて議会の認定に付する。  

 

 

 

令和８年９月１日  提出  

 

 

 

秋田県仙北市長  田  口  知  明  
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議案第  ９８  号  

 

 

 

令和７年度仙北市病院事業会計決算認定について  

 

 

 

 地方公営企業法（昭和２７年法律第２９２号）第３０条第４項の規

定により、令和７年度仙北市病院事業会計決算を、別紙監査委員の意

見を付けて議会の認定に付する。  

 

 

 

令和８年９月１日  提出  

 

 

 

秋田県仙北市長  田  口  知  明  
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議案第  ９９  号  

 

 

 

令和７年度仙北市温泉事業会計決算認定について  

 

 

 

 地方公営企業法（昭和２７年法律第２９２号）第３０条第４項の規

定により、令和７年度仙北市温泉事業会計決算を、別紙監査委員の意

見を付けて議会の認定に付する。   

 

 

 

令和８年９月１日  提出  

 

 

 

秋田県仙北市長  田  口  知  明  
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議案第  １００  号  

 

 

 

令和７年度仙北市水道事業会計決算認定について  

 

 

 

 地方公営企業法（昭和２７年法律第２９２号）第３０条第４項の規

定により、令和７年度仙北市水道事業会計決算を、別紙監査委員の意

見を付けて議会の認定に付する。    

 

 

 

令和８年９月１日  提出  

 

 

 

秋田県仙北市長  田  口  知  明  
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議案第  １０１  号  

 

 

 

令和７年度仙北市下水道事業会計決算認定について  

 

 

 

 地方公営企業法（昭和２７年法律第２９２号）第３０条第４項の規

定により、令和７年度仙北市下水道事業会計決算を、別紙監査委員の

意見を付けて議会の認定に付する。   

 

 

 

令和８年９月１日  提出  

 

 

 

秋田県仙北市長  田  口  知  明  
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議案第  １０２  号  

 

 

 

公の施設の指定管理者の指定期間の変更について  

 

 

 

 仙北市角館町中心市街地活性化支援センターの指定管理者の指

定期間を次のとおり変更することについて、地方自治法（昭和２

２年法律第６７号）第２４４条の２第６項の規定に基づき、議会

の議決を求める。  

 

 

 

  令和８年９月１日  提出  

 

 

 

          秋田県仙北市長  田  口  知  明  

 

 

記  

 

１  指定管理者  

   仙北市角館町上新町４３番地１  

   仙北市商工会  

   会長  櫻  田  賢太郎  

 

２  指定の期間  

   変更前  令和５年４月１日から令和９年３月３１日まで  

   変更後  令和５年４月１日から令和８年９月３０日まで  
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議案第  １０３  号  

 

 

 

   仙北市固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を  

   求めることについて  

 

 

 

 次の者を仙北市固定資産評価審査委員会委員に選任したいので、

地方税法（昭和２５年法律第２２６号）第４２３条第３項の規定

により議会の同意を求める。  

 

 

 

  令和８年９月１日  提出  

 

 

 

          秋田県仙北市長  田  口  知  明  

 

 

記  

 

 

 選任すべき委員の住所、氏名、生年月日、任期  

 

 住   所    

 氏   名   伊  藤  一  彦  

 生年月日    

 任   期   令和８年１１月２４日～令和１１年１１月２３日  
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議案第  １０４  号  

 

 

 

   仙北市固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を  

   求めることについて  

 

 

 

 次の者を仙北市固定資産評価審査委員会委員に選任したいので、

地方税法（昭和２５年法律第２２６号）第４２３条第３項の規定

により議会の同意を求める。  

 

 

 

  令和８年９月１日  提出  

 

 

 

          秋田県仙北市長  田  口  知  明  

 

 

記  

 

 

 選任すべき委員の住所、氏名、生年月日、任期  

 

 住   所    

 氏   名   鶴  田  和  則  

 生年月日    

 任   期   令和８年１１月２４日～令和１１年１１月２３日  
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議案第  １０５  号  

 

 

 

   仙北市固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を  

   求めることについて  

 

 

 

 次の者を仙北市固定資産評価審査委員会委員に選任したいので、

地方税法（昭和２５年法律第２２６号）第４２３条第３項の規定

により議会の同意を求める。  

 

 

 

  令和８年９月１日  提出  

 

 

 

          秋田県仙北市長  田  口  知  明  

 

 

記  

 

 

 選任すべき委員の住所、氏名、生年月日、任期  

 

 住   所    

 氏   名   菅  原  一  正  

 生年月日    

 任   期   令和８年１１月２４日～令和１１年１１月２３日  
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議案第  １０６  号  

 

 

 

仙北市農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて  

 

 

 

 次の者を仙北市農業委員会委員に任命したいので、農業委員会

等に関する法律（昭和２６年法律第８８号）第８条第１項の規定

により議会の同意を求める。  

 

 

 

  令和８年９月１日  提出  

 

 

 

          秋田県仙北市長  田  口  知  明  

 

 

記  

 

 

 任命すべき委員の住所、氏名、生年月日、任期  

 

 住   所   

 氏   名   荒木田  浩  生  

 生年月日    

 任   期   令和８年１２月２０日～令和１１年１２月１９日  
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議案第  １０７  号  

 

 

 

仙北市農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて  

 

 

 

 次の者を仙北市農業委員会委員に任命したいので、農業委員会

等に関する法律（昭和２６年法律第８８号）第８条第１項の規定

により議会の同意を求める。  

 

 

 

  令和８年９月１日  提出  

 

 

          秋田県仙北市長  田  口  知  明  

 

 

記  

 

 

 任命すべき委員の住所、氏名、生年月日、任期  

 

 住   所    

 氏   名   千  葉  智  永  

 生年月日    

 任   期   令和８年１２月２０日～令和１１年１２月１９日  
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議案第  １０８  号  

 

 

 

仙北市農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて  

 

 

 

 次の者を仙北市農業委員会委員に任命したいので、農業委員会

等に関する法律（昭和２６年法律第８８号）第８条第１項の規定

により議会の同意を求める。  

 

 

 

  令和８年９月１日  提出  

 

 

 

          秋田県仙北市長  田  口  知  明  

 

 

記  

 

 

 任命すべき委員の住所、氏名、生年月日、任期  

 

 住   所    

 氏   名   藤  川  健  栄  

 生年月日    

 任   期   令和８年１２月２０日～令和１１年１２月１９日  
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議案第  １０９  号  

 

 

 

仙北市農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて  

 

 

 

 次の者を仙北市農業委員会委員に任命したいので、農業委員会

等に関する法律（昭和２６年法律第８８号）第８条第１項の規定

により議会の同意を求める。  

 

 

 

  令和８年９月１日  提出  

 

 

 

          秋田県仙北市長  田  口  知  明  

 

 

記  

 

 

 任命すべき委員の住所、氏名、生年月日、任期  

 

 住   所    

 氏   名   藤  村  紀  章  

 生年月日    

 任   期   令和８年１２月２０日～令和１１年１２月１９日  
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議案第  １１０  号  

 

 

 

仙北市農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて  

 

 

 

 次の者を仙北市農業委員会委員に任命したいので、農業委員会

等に関する法律（昭和２６年法律第８８号）第８条第１項の規定

により議会の同意を求める。  

 

 

 

  令和８年９月１日  提出  

 

 

 

          秋田県仙北市長  田  口  知  明  

 

 

記  

 

 

 任命すべき委員の住所、氏名、生年月日、任期  

 

 住   所    

 氏   名   藤  元  健太郎  

 生年月日    

 任   期   令和８年１２月２０日～令和１１年１２月１９日  
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議案第  １１１  号  

 

 

 

仙北市農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて  

 

 

 

 次の者を仙北市農業委員会委員に任命したいので、農業委員会

等に関する法律（昭和２６年法律第８８号）第８条第１項の規定

により議会の同意を求める。  

 

 

 

  令和８年９月１日  提出  

 

 

 

          秋田県仙北市長  田  口  知  明  

 

 

記  

 

 

 任命すべき委員の住所、氏名、生年月日、任期  

 

 住   所   

 氏   名   大  石    知  

 生年月日   

 任   期   令和８年１２月２０日～令和１１年１２月１９日  
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議案第  １１２  号  

 

 

 

仙北市農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて  

 

 

 

 次の者を仙北市農業委員会委員に任命したいので、農業委員会

等に関する法律（昭和２６年法律第８８号）第８条第１項の規定

により議会の同意を求める。  

 

 

 

  令和８年９月１日  提出  

 

 

 

          秋田県仙北市長  田  口  知  明  

 

 

記  

 

 

 任命すべき委員の住所、氏名、生年月日、任期  

 

 住   所    

 氏   名   髙  橋    健  

 生年月日   

 任   期   令和８年１２月２０日～令和１１年１２月１９日  
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議案第  １１３  号  

 

 

 

仙北市農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて  

 

 

 

 次の者を仙北市農業委員会委員に任命したいので、農業委員会

等に関する法律（昭和２６年法律第８８号）第８条第１項の規定

により議会の同意を求める。  

 

 

 

  令和８年９月１日  提出  

 

 

 

          秋田県仙北市長  田  口  知  明  

 

 

記  

 

 

 任命すべき委員の住所、氏名、生年月日、任期  

 

 住   所    

 氏   名   佐  藤    大  

 生年月日   

 任   期   令和８年１２月２０日～令和１１年１２月１９日  
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議案第  １１４  号  

 

 

 

仙北市農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて  

 

 

 

 次の者を仙北市農業委員会委員に任命したいので、農業委員会

等に関する法律（昭和２６年法律第８８号）第８条第１項の規定

により議会の同意を求める。  

 

 

 

  令和８年９月１日  提出  

 

 

 

          秋田県仙北市長  田  口  知  明  

 

 

記  

 

 

 任命すべき委員の住所、氏名、生年月日、任期  

 

 住   所    

 氏   名   鈴  木  八寿男  

 生年月日   

 任   期   令和８年１２月２０日～令和１１年１２月１９日  
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議案第  １１５  号  

 

 

 

仙北市農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて  

 

 

 

 次の者を仙北市農業委員会委員に任命したいので、農業委員会

等に関する法律（昭和２６年法律第８８号）第８条第１項の規定

により議会の同意を求める。  

 

 

 

  令和８年９月１日  提出  

 

 

 

          秋田県仙北市長  田  口  知  明  

 

 

記  

 

 

 任命すべき委員の住所、氏名、生年月日、任期  

 

 住   所    

 氏   名   髙  橋  幸  人  

 生年月日    

 任   期   令和８年１２月２０日～令和１１年１２月１９日  
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議案第  １１６  号  

 

 

 

仙北市農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて  

 

 

 

 次の者を仙北市農業委員会委員に任命したいので、農業委員会

等に関する法律（昭和２６年法律第８８号）第８条第１項の規定

により議会の同意を求める。  

 

 

 

  令和８年９月１日  提出  

 

 

 

          秋田県仙北市長  田  口  知  明  

 

 

記  

 

 

 任命すべき委員の住所、氏名、生年月日、任期  

 

 住   所    

 氏   名   髙  橋    栄  

 生年月日    

 任   期   令和８年１２月２０日～令和１１年１２月１９日  
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議案第  １１７  号  

 

 

 

仙北市農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて  

 

 

 

 次の者を仙北市農業委員会委員に任命したいので、農業委員会

等に関する法律（昭和２６年法律第８８号）第８条第１項の規定

により議会の同意を求める。  

 

 

 

  令和８年９月１日  提出  

 

 

 

          秋田県仙北市長  田  口  知  明  

 

 

記  

 

 

 任命すべき委員の住所、氏名、生年月日、任期  

 

 住   所   

 氏   名   藤  枝  優  子  

 生年月日    

 任   期   令和８年１２月２０日～令和１１年１２月１９日  
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議案第  １１８  号  

 

 

 

仙北市農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて  

 

 

 

 次の者を仙北市農業委員会委員に任命したいので、農業委員会

等に関する法律（昭和２６年法律第８８号）第８条第１項の規定

により議会の同意を求める。  

 

 

 

  令和８年９月１日  提出  

 

 

 

          秋田県仙北市長  田  口  知  明  

 

 

記  

 

 

 任命すべき委員の住所、氏名、生年月日、任期  

 

 住   所    

 氏   名   門  脇  富士美  

 生年月日   

 任   期   令和８年１２月２０日～令和１１年１２月１９日  
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議案第  １１９  号  

 

 

 

仙北市農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて  

 

 

 

 次の者を仙北市農業委員会委員に任命したいので、農業委員会

等に関する法律（昭和２６年法律第８８号）第８条第１項の規定

により議会の同意を求める。  

 

 

 

  令和８年９月１日  提出  

 

 

 

          秋田県仙北市長  田  口  知  明  

 

 

記  

 

 

 任命すべき委員の住所、氏名、生年月日、任期  

 

 住   所    

 氏   名   齋  藤  瑠璃子  

 生年月日    

 任   期   令和８年１２月２０日～令和１１年１２月１９日  
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議案第  １２０  号  

 

 

 

仙北市農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて  

 

 

 

 次の者を仙北市農業委員会委員に任命したいので、農業委員会

等に関する法律（昭和２６年法律第８８号）第８条第１項の規定

により議会の同意を求める。  

 

 

 

  令和８年９月１日  提出  

 

 

 

          秋田県仙北市長  田  口  知  明  

 

 

記  

 

 

 任命すべき委員の住所、氏名、生年月日、任期  

 

 住   所    

 氏   名   佐  藤  一  也  

 生年月日    

 任   期   令和８年１２月２０日～令和１１年１２月１９日  
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議案第  １２１  号  

 

 

 

仙北市農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて  

 

 

 

 次の者を仙北市農業委員会委員に任命したいので、農業委員会

等に関する法律（昭和２６年法律第８８号）第８条第１項の規定

により議会の同意を求める。  

 

 

 

  令和８年９月１日  提出  

 

 

 

          秋田県仙北市長  田  口  知  明  

 

 

記  

 

 

 任命すべき委員の住所、氏名、生年月日、任期  

 

 住   所    

 氏   名   藤  村  隆  清  

 生年月日    

 任   期   令和８年１２月２０日～令和１１年１２月１９日  
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議案第  １２２  号  

 

 

 

仙北市農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて  

 

 

 

 次の者を仙北市農業委員会委員に任命したいので、農業委員会

等に関する法律（昭和２６年法律第８８号）第８条第１項の規定

により議会の同意を求める。  

 

 

 

  令和８年９月１日  提出  

 

 

 

          秋田県仙北市長  田  口  知  明  

 

 

記  

 

 

 任命すべき委員の住所、氏名、生年月日、任期  

 

 住   所    

 氏   名   小田嶋  比左子  

 生年月日    

 任   期   令和８年１２月２０日～令和１１年１２月１９日  
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議案第  １２３  号  

 

 

 

仙北市教育委員会委員の任命につき同意を求めること  

について  

 

 

 

 次の者を仙北市教育委員会委員に任命したいので、地方教育行

政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）第

４条第２項の規定により議会の同意を求める。  

 

 

 

令和８年９月１日  提出  

 

 

 

秋田県仙北市長  田  口  知  明  

 

記  

 

 

任命すべき委員の住所、氏名、生年月日、任期  

 

住   所   

氏   名   細  川  伸  也  

生年月日   

任   期   令和８年１２月５日～令和１２年１２月４日  
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議案第  １２４  号  

 

 

 

仙北市雲沢財産区管理委員選任につき同意を求めること  

について  

 

 

 

 次の者を仙北市雲沢財産区管理委員に選任したいので、仙北市

雲沢財産区管理会条例 (平成２０年仙北市条例第３２号 )第３条の

規定により、議会の同意を求める。  

 

 

  令和８年９月１日  提出  

 

 

 

          秋田県仙北市長  田  口  知  明  

 

 

記  

 

選任すべき委員の住所、氏名、生年月日、任期  

 

住   所    

氏   名   阿  部  雄  咲  

生年月日    

任   期   令和８年１２月１日～令和１２年１１月３０日  
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